
3-2.神戸会場
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平延224年3F.i6器〈火〉

兵庫県における
認知症支援体制の推進について

長盤整嬢髄擁捕事止豊富

柱金端組購

高齢牡金課高年課鍵議室ま欝

兵庫県の概要

兵i章県!立、北と需に
海があり、器本の

iまiぎ真ん中に性寵し
ていますo

人誌:約559万人、高齢化率:22.6%
{平成立3年2月1日現拡)

管内:41市町、二次臨療閤:10圏域
人口:約154万人の市~約1万2千人の斡
高齢化率:1 5. 8.-..;34%と地域差がある
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兵庫県の高齢化の見通L H67年
総人口:3，977，890人
65歳以上の高齢者・1，702，673人
高齢化率 42，8%
後期高齢化率(75歳以上):28.5%
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*総人口は減少、高齢者人口は増加
*高齢者の増加に伴い、要介護・要支撮者が増加。
l * r高齢者のみ世帯Jr単身世帯」の増加

兵庫県における
認知症高齢者数の推移

i圃何らかの介護・支揺が必要な認知症高齢者数
平成17年:7万4千人→平成37年:15万3千人

200 r 

153千人

/区1 10% 
116千人

|口認知症醐者数
120 

8百 ー争圃対65歳以上人口比80 

6% 40 

4目。
平成17年 平成27年

(2005年) (2015年)

※平成20年5!'lに推計した兵庫県の将来推計人口と、厚生労働省老健局長の私的研究会である高齢者介護研究
会が平成15年度にとりまとめた報告書r2015年の高齢者介越Jで示された全国の認知症高齢者の出現率を用いて、
県内の何らかの介護・支援が必要な認知症高齢者数を推計 4 
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兵庫県の認知癌支護体制の推進

(H21~23年齢J
ピジ晋ン

「認知症になっても安やして暮らせるまちへ」

く認知症の人と家族を地域で支える〉

[1鴎対策の充実 認知症の人が、住み横
れた地域で尊離を保ち、
安むして住み続けられる
地域

(2地域連携体制の強化

[3認知症ケアの人材の育成

(4若年性認知症対策の推進
識もが暮らしゃすいまち

これまでの融
平成21年度平成22年度平成23年度

塵瞭対 |認知症楳患匡掘セン9ーの整備(21年度-)
策の克 11認知痕サホ。ート監の饗成(17年度-)

襲 |かかりつけ臣認知症対蕗力向上観鰻(18年度-)

認知症医療ネッ卜ワーウ

朝修(23年度)

地域連 認知症対応ネットワウ構築事業 県事業から、市町事業

携体制 (モデル事業)19圃20年度:神戸市、僅馬 (41市町が実施対象)
21年度.加古川市、市川町 23年度:10市町実施

の強化 22年度・川西布、加東市
11 認知症施策推l認知症支彊推進会議(20-22年度) (23年度-)

Il認知症鶴と地域連接強化 l
連絡会議(21・22年度)

11市町村認知症施策総合
推進事業連絡会議

11認知症地域ネットワーク構築研修位1年度-)

|認知症・高齢者専門相談(18年度-23年度名称変更)

11認知症を知るキャンへ。ーン(22年度....)
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これまでの取組経緯
，訪.'

平成21年度手議22部康平成23和康

認知華字 i約ラハ'ン・メイ卜養成研修(18年度-)
ア人材の 11認知能地域活動実践カアップ研繕(21年叢-)

育成 |認知掠介護研修〈舘知鍛介護実践者等饗成事業〉

戸時一ヰ時鷺露度ω}
|市民後見人養成銭湯激
交誼の手引き

若年性
|砦年性盟姐瞳自立11支若業援支年援物性者醐何の回明タ症会修川謹包γ0年同度目埠) 

認知能
対策の

事告年性認知症撞進
議事者支援モテ.J/I事懇

[ 1震療対策の充実!

①認知症挟患庭諜センタ一連意事業〈樟害嬉杖線型空i
E詳携の的確な診艇や遥窃な盤療の提供に繋ぐための中核となる認知
漉疲患窪療センうま…安設置 {平成M年誠意連動

関域 病院名 調域 察襲名

神戸 神戸大学臨学部骨農薬韓 !:t播屠 態tJ:.錨蕗錆環器摘セント

磁文帯構 兵員撃隠科大申請院 商播磨
県tJ:.リハピ狩-~
西播磨講鶴

阪神北
(独)国立病勝機構

{塁馬
公立議韓請読組合立

兵E装中五色癖競 農岡語読

東播嬢
主g吉111藷市農菊韓

丹諌
特別罷療法人

〈平成24年10)考.....) 敬普段禽大壕窮韓

北播膳
加東市民病腕

議議賂 襲立芸誌籍察韓
(平成24年4月-)
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ミ号
ア融知蝦サポート甚得議長支

寵知義理礎体鱗の中綿な役襲、かかわけ霊への融時停識を
行う寵鎮護サポート襲を養護

題翠矢語症サポート費gG3養成数 ※平成初年!l:兵庫県11名、神戸市3名護軽減予定

2 

イかかりつiす髄欝鎚護対率先縄上顎棒
鰻館建診麟Q)皐離発露・皐議室雪蕗に繋がるよう、地域のかかりつけ既

に対し、基警鐘を実蕗

鑓かかりつiす霊童寵愛護症対力向上研構構了者数 {平成23年4月末議後}

" 

沖地購購携鉢麟母強化

e 
ア認知鑑擁驚誰進意識的開催
罷舘ま詰議東銀韓憲110)誰進における、現状凶課題、支護持援を換言せ

楽帯斡的取組を寛譲する方策的検討

(構成員)臨師金(認知症サポート襲撃禽む入霊長塁華鏡憲罷操セン宗一、

市賄、地域懇話支護センター等

襲

市町市圏T的認知疲支様策(41市駒)

※市開T村総知痕雄策総合推進事業(10市暫〉
ピス及び地域の支援機関をつなぐ

ターとしての設部を拙う認知惹地域支護
L 介護と医療の連携強化や、地域にお

げる支援持轄の構築を留るc
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イ認知癒地域ネットワーク構築研修
(年2悶:10/27・28)

各麗識に認知義疾患
匡喪センターを1か接

指定すること告を関指
し、現在8か所指定

兵庫県内すべての市

町が認知症の人とそ

の家旗費支搬する品
の麓紫を撤瀧

そのまやで

10帯紛が隷知建地域

支嬢捻議員奇麗重し
取り組んでいる。

※県として、名市町が
取り組めるよう支援

11 

認知壌に対する藍察、ケア及び認知能ネットワーク等

iこ関する先進事務を題材とした縞修恋、指需担当者や
地域包括支接セン安一職員等を対課iこ英雄

※事前麗題(地域の課題と誰議方策〉
同+自分の事として考えてもらう
※研修会場に認知症の人と擦族を支えるため
の活動状況等を紹介する膿示コーナーを設霊
吋他地域の取組を知る機識者増やす

泉地域の認知寵支援体制づくり関係者も対象
→市IIIJの取繕の応援殺を増やす

ウ認知症藍療ネットワーク研修(年1田:3/8)
器類謹震護連携の翼線を学び、各地域での取り組みの撒瀧を閣る

諜栗医師会と共寵
※医師対象研修を愈甑し、題懇議題穣襲集者も出諜可能
→認知盛の議機連携の現状を知草、各地域で(J)認知疲の議長療調介護
の瀧櫛!こ庶映させてもらう
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エ認知症を知るキャンペーン
(年2圏:9/10、10/15圃16)

県民に広く認知症の理解促進を図るため、

「認知症の人と家族の会JIこ委託して、
相談会やパネル麗示を実施

⑫富悪知鑑高齢審護軍用ヰ騒音義

よ毛E事県民総合相官農i!ン1l-
078-360-8477 

窓 ロ 相談日

アJ!Iツハイマーデー
物 街頭行動

相談時間

認知症 E 高齢者|家族の会会員による相談|月・火皿金曜 110: 00......12 : 00 

専門相談 |看謹師等による相談 | 水・木曜 日3:00......16 : 00 

l3罷知症ケアの人材の曹成)

(j)寵知盛人材護蓄用覧車襲撃

アキャラバン阻メイトの事警戒(年3囲:8/2、9/2、 12/2)

「認知症サボ一安一饗成講盛Jの講師となるキャラバン箇メイト養成

13 

イ罷知症地域活動実践カアヴフ研鯵(年3圏:11/9、11/30、2/1)

実践事例を題材に、キャラバン箇メイトの資質向上を圏る

ウ認知症ブト護研修

介謹雄事者の資質の向上を図るため、各種硯鯵を実施

・認知症介謹指導者養成研修 J￥ 
-認知症実践リーダー研修 川

圃認知症実践者研修等 ステップアップ

※研修受講要件あり

127 

14 



@帯農後見人的養成E支援体制整備事議
越知惑に対して、主として身上監護を担う市民後見人の養成を悶る

とともに、7言語I等における溜躍に向けた仕組みづくりを推進する。

ア市民後見人犠成研修(年1回:金11日63時間)
市民後見人の義成後胤技会繍枇協融会に餐託して興施。

イ市民後見人(候補者)接成事業検討会議(制問)
市毘後見人蕎成研修及び市町における支援体制の接証を行い、

市民後見人聾成"活動究機マニュアルの内容について接討する。

ウ市民後見人養成削活動支憾の

手引き作成
※市町、地域包括支援セント毒事!こ恕布

エ権事i擁護人材フォーラム
〈年2毘:101問、3/23)
権利擁護に関する普2主総警発を
華社会謡桂協議会iこ委託して鰭穫

〆

手許表後.!'!.入裳1iIe.活動支援の手¥11き

平成例年3月

長II県

(4若年性認知症対策の推進 7

15 

~J;; 

①若年性鵠知症対策総合推進事業
ア若年性認知痕自立支援ネットワーク
会議

制 .... tt鋒緩緩.暖簾ふ業総司r6rdtl肉付

若年性認知盛交接体制の現状と課題、支譲
方策を検討して勃操鵠な支援体額の構築を罷る。

イ若年性認知盛シンポジウム〈年1国:9/27)
若年性誌知痘支援ハンドブックを活用し、若年性
認知症の理解を密仏支援方法を学ぶ研修

※箸年性認知義支援ハンドブック:媒HP掲載

(g)若年性認知癌当事者支援モデル事業
若年性認知産者及びその家織のもとに家旗の会会員を派遣し
ピアサポートを行うとともに、県内の椅年性認知寵支援の実強把接
及び当事者とその家篠聞のネットワークの構築を図る。

若年性認知疲コーJレセンター 0800ベ00…2707
く月~土 10:00....15:00> 
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これからの推進!こ舟持て

ぜ~翠ン

く麗在〉金帯封が輔ちか8う鵠知膿1t強襲喪雄
iI  
¥/  

く骨重量〉費~5購ブト鵠韓験事業〈支譲〉軒麗に記載しも
雪十龍韓民撞進

![新たな記載舟審}
これまで母主主記載事項 iぷ重点部に殺り組むことが望ましい事現
Oお常生活葱壊の設定 鶴鞠O高齢者の賭住に係る施策と

O医壌と
Q認盤蓋
。生活支援サ…ぜス

※鱒5期ブト撞罷験事業(3芝接}齢欝fJ)葉定に罷る金欝金警護{平成23年7JiJ11 !3) 

平成24年度~

『譲鎧揺置に怒っても費やして暮23せる若葉ちA.J
く翠知謀詩人と

1ウ

f翠類症の入金号、住み積
iれた壇場で尊離を罷ち、

;謹域連議体制的強化

症ケアの人材の育成〈

(安やして住み続けられる
地場

J l臨も縄問すいまち

js若年性認知痘対策の誰進〈駒)
18 
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認恕華支援体制の推進{平成24年版擦)

1 認知重量子i7Rきの挺進 片言霊去最霊童予防護葬祭

2 医療対策の充実 ザ匁後淡慾医療

総会韓議長患草案霊童事実支援事業 トァiag土曜サポート!峨l州.~
かか智つけW~~官、知総井j'jぷJJrí，u:研修

緩ま日疲霊E型軽分ま華漣携強化事業 銀総窓医療体制激化要葬祭

箆綴総書E幾分ま譲渡織ま監禁主事業

3 地域主tljj!j体制の強化 ~[t鉛i必地域支援施策推進事業

認知症・高齢者専門相談

4 

i勝者権利擁護鰍遂事業 H駒市民後附滋体制基盤づくり事業
ち 幸子刷協魚崎対策の後進トァ!幸吉年性;認知主主対策総合裂を創作員長M華料1'1誠意知山1立支mネットワーク会磁

(i認知義予防の推進
①〈新)認結議予防車業

{義母}綾若手役際知盛支援体制構築研修

!…ト週慎重量 i 

..<' 
y 

認知義予i活、E算期発英、早期受診を璽るため、認知痕チェツクシー
トの寵布、欝知控12ッチパネんを用いた予訪教室の開懐等を行う

ア(新〉認知雄早期発見の撞進
欄認知疲チ:x:.'，クシートの倖成、黒木ームページへの欄戴
欄定期健診を利障した翠知痘チヱツクの実態{モヂル事業)

イ(新)認知癌予防普及啓発
随認知漉予防教謹の開催(50回)
電認知撞歩ツチパネルの設置

設置場所:県民局、県庁等
鱒認知癌予防啓発キャンペーン(9月)

130 
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宮拶s碕乙とIがF、纏強盗予

一 銭に令官瑚:IlTD察官r.問中山一叫…一……山
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(2援護対簸の充実

⑪霊童鰭建主審議霊童議室芝議襲撃露

骨〔新〕

ア(新)寵館建盟事襲体需u強色事議

持

J叩~--

認知症に対臨する罷薙機関を兵籍隷欝知接持蕗罷護機関として

登録し、県民及び闘機機関へ譲知を罷ることむより、認知症の診軒、
治撞が適切に艶けられる体制後整舗する。

-1 (事時)認知雄臨擁骨髄鑑購韓議事業
認知症ケア!こおいて、噂門臨とかかりつけ霞との連護に揺えて分譲と

(J)連鍵を翻る二ことにより、織鱗的餌括的に一環した支譲を行うたゐ靖報
を共有する?品醸式認知鑑麗轍介寵連携パスjを作成する。
また、25年設訟鶴、金壌での普及をめざし、「兵庫式器鰭症底蜜合議意義
欝パスJをモヂん地域において霊長行する。

ψ/ 

[ヰ露知症ケア母人材部欝¥成i
司〉鰭知鑑人轄藤長覧毒喜重量

器{新〉市E建議晃強護主勢奇襲i轟盤づく
ア{新〉市民畿毘J推進体育韓基盤づくザ轍瀞{年摺)
各市町において市民後毘人の蟻成鍵活動支援が議選離釣に鐘繋

できるよう萌鯵を実施

イ〈薪〉帯畏畿晃推進体制基盤づくり金欝{年3罷)

21 

市畏後見推進体制の繋舗を行う予定の市町安対委員iこ、千言霊7罷での

構報交換及び専門的アドバイス等、市民後見推進体制の整議が

罷もれるよき金難安関犠

22 

131 



ls若年性認知症対策の推進寸
①審年性認知接持業総合韓議事議

J 

J 

ア若年性認知症自立支撮ネットワーク会議

イ〈新〉若年性認知葉支接体制構築研修

-~-'"'~“ .-← 

各市町において若年性認知症支撮が効果的かつ継続的に擬供さ才lる
体制の整構を悶揃すことを目的に開催

② (新)若年性認知寵就労a崖用サポート事業
ア(新〉就労緩麗用支援アドバイザーの臨置

若年註翠知謀の人のf欝くことjに関する栂織、職域等への啓発活動等
を喪議する就芳・麗路交擁アドJ¥イザーを配置

イ〈新)若年性認知症対策推進協鑓会の設置{年2罷〉
就労:i:接体制の轄備のあり方について、際機舗鵠社線就労支護罷穣者

当事の関係機関を参集し検討

[得考)若年間時就労・麗用ザポート事業実態スキーム態様)1 

一一一一一一… 獲翻悶主炎伽是協の寄綴奪事銭量 E 

1 T主隼主ピと己芝芝 認匁憾窪の人と家族の悌余 華王守 目 「

i戸事業類所 fιFニニ弓3燃盆佐箆用支援街アド似Jパ刈tイ柑ザ←判一→)守~匂 '1 I凶相概開誌ぶえ了翻麟露 ! 
一 i ¥ ↑同相問訟 遼醐携 II 
; 事事務ス¥，，1ヰ自総べおzz¥相談 ι I I 

11 連携 …久、 家族 /ん一一一一-，

1 門業認知鵠FM-但竺~曲一M111 ! 

1 [縮<¥y¥ff!!FE l~! … ii …… l 市町 111 
争 什 ハローワーク ト醐 11i隅酔様等申請 i11 
L一一」 陣容翁機苦戦センター iニこ--111 二 i 11 

職業IJI\心孟~陣容者就鍛・生活支援セント'~ト---一一一一一一一.J I ピ'Jr-泊ンI!!!!……円
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罷壌と分譲岳連購による鵠知曜時人の暮らしを支える
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料三ろの里

4主主李3還を主題
丹接指謹敬欝弁護欝韓諜

〈市麗欝地譲缶詰支鑓センタ…〉

認知症地域支護措選議

主fま保韓関

丹j農市

丹披前は、兵庫懇の中央東部に控罷
し、市内西蔀を南北に日
娘(東経135度線)が通っており、
北東では京都府、南東では穣UJ市、南
西では多可町、北聞では朝来市と墳を
接している中山間地域となっています
。その山々の接点を縦うようにして二
大河期的諒涜が造っています。
韓iこ市内の主主の「水分れjは海抜9
5Mに位襲し、本弁低い中央分水界
となっています。 r丹披講jと呼ばれ
、壌かな詣熟議壌に警の深みと神秘
さを醸しだしています。 蕗積49 3. 
28平方キロメートル
3月下旬から4月上旬にかけて、薄紫色
の花を咲かせます。 清往の塁



丹波市の人日韓 争持:;蜘

丹渡市の高齢化率 27.7% 

合併時 現在
丹波市

H16.11.1 H23.3月末

総人口 73，457人 69，333人↓
(19，195人)

男性 35，232人 33，246人↓

女性 38，225人 36，087人よ

世帯数 23，163世帯 24，493世帯?
( )は、認識以上の人口

l[ilm!tt&...9a31~抑制 仰向h腕~臥仰

要介護認定者数の推移 4い丹波市
認定者の約半数が総
知症症状おり
〈主治意晃審〕

4000一一一-
3500 I 
3000 I 
2500 
2000 
1500 
1000 
500 
s 

要介護認定者の推移
要介護疲線、慾遺言 3，360人
平成16俸の1.4僚で980人の滋
認窓題解 17・6%

もももももも
ポポポポ n4<O;，l n.~0;， 
♂♂~f)，\J ~f)，" ~fft" ~fftOJ 

※認定者数には2号被保験者を合む

(h 戸11必殺ぬlIIl料開札伊三三 \íri'ilIMil鈎，';~jd，M;i~i;.ぬ総決母M4.44.;1
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弁
......... 鳴

足 家

丹波市介護認定議選悪霊長態別割合{学草案ぬま芋10.Fl現在}

丹波市

2依

認知症関係

もで 喝事被丹波車

【把握方法}
φ介護認定申鱒情報から
1 )認定日が平成立む年 1認~平成23年9月30毘までの識で対象者を輪出
2)持一人物で、更新等により重捜している場合は最新の蕗定呂を採罵

3 )意見書認知癒ITa以上を抽出し、上認によりリストを作成

@介護保険認定寝具勤講報か与

1 )平成16年11月1日から平成23年9月30日までの資格蝶央者を抽出

2)上記①で作成したりストと照合し、転出・死亡等による資詩喪失者を

離徐

@平成23年9月30日現在で抽出した。

産高齢者数諒器入

〈内若年性認知症者数知人)
※若年性は40藤訟上65歳来識の者

137 



認知軍駐高齢者の蟻 丹液市

いろいろな原因で脳の綿胞が死んでしまっ芝り、鶴きが懇くなっだ
疋めにさまさまな陣欝が担こり、並jきするうえで支障を窓詑レた状議

甥知症と肱

i 1800 

1500 

H21年3月 H21年9fl H22年3月 民22~手 9fl H23王手3fl 持23年9月

i w内側州諮問削hymmf 窃liml1lil殿前~臥~均出向如何?烹|目

高齢者意待併醸骨報件数の権移中越:;説日前

相談・通報件数

[前年比増加率%)

J)l成20年蔑

15t宇

平或21年度

19存
i 26. 7事

平成22年度
29件
i 52. 6話

お

泌

総

刊

同

時

間

平成20年度 平成21年度 平成22&F皮
Z量侍されている務齢者襲の状況
80歳以ょが7鶴で、女性カ，t9言絡を鐙え‘85%が要介護怒ま主義.
その肉、腿知指定あり(綜知痕高齢者の居常生活!3ft~n以よ}が65%をおめる。

殿符畿の状況
滋:rや炎などE語性が多〈、同居の近親者から殺害寺が行われている。
君主務機成は既婚の子と閑居常帯が半数を占める。

l滋--紛糾..叫i 三 尺 仰向機I業側絡会開会主.持品!JEI
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背 購・・・第4期計聞の取号組み
高齢化が進む中、…人暮らし高齢者堂帯

商齢者のみ世帯が増える現状

丹波市

製介韓関、定者の増加に伴う語、知症者の増加・虐待発生

情・・・平成7年から丹波老人性語、知症センターが設街中

(湖:丹波認知l痕挟忠医療セン'"一平成21年度から平成19・2OJ守主主命ー篠111f容で総務金支媛]

匪師・相談専門員が地域からの相談対応を継続中

地域包括に多くの相談が寄せられるようになっていたが

市の認知症の担当者が明らかになっていない状祝

きっかけ・・・平成21年度認知症対策連携強化事業に取り離み

モデル事業をうけることになり

宅私

館:~換機意志悲;護主寄

贈
いつ議長官き毒事安感l!.&~
轄をきす震と輸~G~~桝

丹i鹿市

|即時間神的問料どケ-主主沼崎訓告ち抑制i持制崎融制IU
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地域ピジョン 中両:;蜘
~ジ雲ンを苦言奇襲するまときちのji鈴やi起点 丹波Itî:l雪J話!療対後事誌を事ブロジ孟~トイi'Jï司

{地域の課題を踏まえて地域で目指していること】

地域課題を共有・・・地域診断結果を結える

医療連携・・・センターと主治i髭・介護との紫ぎ
多職種共同・・・多くの職種の協力と理解が必要

介護の質の向上・・・分譲現場の声を聴く

今ある地域資源が共に3年間で質の向上を目指す

地域ケア会議・・・地域単控での提案 6地域

専門職から地域の人々へと課題を共有すること

地織で自ら考えて動けるように働きかける

支援者の視点を広げる・・・ひとりの諜題をi織の課題に

~地域包括ケアの説点で生活を支えていくこと~

と介護静 イ長 4bHj蜘
誰のための連携か

生み潰れた地棋でできるだけ長く暮らせるために

(環れたところや生活環境は認知症の方には安心。)

になっても大丈夫なんです。 E
『こわくないんで、すよ。おわりじゃないですよ。 2
生活を支える医療と分藤

2本人のためにヂイサ…ぜスに行きましょう。 J]
生活リズムを整える e進行をゆるやかに

そして、取り巻く周りの理解を共に推進

際立嬢と介護の両輪ですすめる地域づくり

*第5期計画に向けて伶盤点描策へ反映

11p畑山11間判。日出帆げよρ.一三三人三 三-仇芦-耀将手伊良111ぬ秘情民主主的札業1
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丹波市

平期の段階からの適切な診断と対応、認知症に関する正
しい知識と理解に基づく本人や家族に対する支援金どを
とおして総合的な支援体制を確立していくこと。
認知絞介護霊研究・研修築家センターのセルフチェツクシ…ト活用

*従来から丹波認知症センターの実績があった。

今回は名季最変更で内容の継続・強化省ケ図る。

認知症対策を推進する地域包括支援センター、分譲サー
ビス事業所，医師等の専門職の研修や地域緊源の連携強
化と質の向上を目標にしていくことになった。

主体 :丹護憲産堂議議鵠路支援センター

認知疲連携担当者:r替の課健師の配蹴

b 

丹波市

亙21・22・23年農の取り組み丹波市高齢者保健福祉計画。第4甥介護薬事長検察業計量産
Q)匿療と介機の連携強化 サポート医の投割強記

②地域支操ネットワークの形成・構築

(在宅介護支援センター。地譲ケア会議の発東)

金農待事調・権利擁護の観点からの支援体制盤備

丹波認知症疾患罷療センター

) 露
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それぞれの役割 中西蜘

。丹波市地域包括支援センタ…

語、知能連携担当者(認知疲コ…ヂィネーター)の出器

イ果鍵訴として本人・家族・地域惑と見{!j視点と調整力 行政にいる意味

ι:ゃん印刷一…一戸市町tj，.i~\I:'-tïJtm11l民11!1陥時間IDI

神宮J年伊羽目52h?と続年自殺轍:市
原点は家族会 fほっとj ・轍ケースの対応 d ヤ

滞日仏
平成21年度認知擁遮携強北事業・・・納鱗は10月以降 L三
ポスター仲成・相談窓口の設定と惑発 刊存警官!

ぶ匂コ:

i認知症ケア多l融制f{1事・研究事業{センター方式・地域密葱法) ミムグ

平成22年度錦知抜対策連携強化事業 却司…
サボ…ト際の連絡会・かかりつけ陛認知艦対応力向上l密接間接協力
キャラバンメイトフォロー研修・ GH地域密瀞型介護事業所支援

介護者研修{ひもときねっと) ・地域間総法ボランティア養成講座

サーどス事活用援器事業・権利擁護の相離の充実

平成23年度市町村認知産施驚総合推進事業

援療と介競をつなぐオレンジ手繰の持議・弁護者数室支擾強記

務年性認知者支援研捗・朗建法の校区内議号題み・認知症予防ゲ…ムスリーA

1酎守防止連絡会への提案

*事成立3年10月~地域支え合い体髄おづくり事業 sos見守りネットワーク

i h話予1m制約転向民共灼剥ia二三;二二ノ.れ I二 ¥ ;.!!IDA時111険料会.掃除得点IJD
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平成22年成 8問時開櫨

平成23年版 2悶回開催

一長中心
暢@義名将サポート壁がメンバー

丹披健騰補祉事務所が連絡調整

篠山市・丹披市地域包括支援センター・極東農参詣

続例検討会 @連携:検討

関課職騒の勉強会等

議卒或23主罪捜iこ新記iこ2名の

議主義内部龍霊童涯が受講され

参揺の綾額をして8名

高齢者命之江ろの盤態相談自の開設

丹波市

効薬:匙瀧控室難ケースをチー
ムで対a;可能

陥端極量五議鍋11 安話器綴総.諮護..緒縦誠録逗道議錫謀議議総務時n
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[ 1l'i護相談白ゐ悶喧苧ti1 丹波市

介護者を支援します。

介護の負担を家挟等で抱え込ま
ないでください。

「頑張る人ほど心配です。 J

個別にお話しをお聴きします。

相談スタップ

寺本指議員

市連携担当者

保融師

ポスター。 鶴田案内
ゃ品7蜘

替で
日
切
や
大

P
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♂

内

f

h
い

J
ι
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弘
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山
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E
刻
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ピ

ー
針
持
げ
.H

をよ"ぃコ三 三;'L.. 

平成21年度

滋療機爵・歯科医健・薬局・金滋機関

著書察・毒主在所等

平成22年度

各自治会公民館建撃に掲示

sos便利勝配布
平成23年度

介機保険穆業者関係等
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丹j皮iIi

⑧
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関
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霊室

丹波市

サホ。サー饗成講麗実績
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l.叫n附1111予知恒三戸、-ν三日..  意討材11ミM&i4~';.句協会民地主主|
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呼争丹液市

行方不明者の

捜索・発見の現状

警察から
丹浪市生活安全課への報告 8件
(内 7件は市内の65歳以上)

防災無線行不明者
情報提供のお願い放送 6件

消防団捜索要請 4件

発見時の状掘 無事保護 2件
遺体確認 5件

自治会等からの
事前問い合わせ 数件

|附p:llwww.clty.tamba.hyogo.jp/Co rl仰[，i"J'.~~I:t.，.，I'!1m1附h附則札も

守明体制的構築 中持議}11
・・・・隣a・・M・..田・ョ・・・..・m・B・嗣・・副・.....，・.....，・ー一

一-・・‘..........一 一電電'.
ー・・・同F-・ー.'・・ー 一ー..a..................._
・・・・・・一一 一一・・・・・・・・ーー.

地域(校区〉 (市内〉

-校区内住民の
認知症への理解

-早<探す
・安I~\して出かけ
られる支援の構築.... .安全に聞ける/.-

見曙りネットワサ 早期錯見sosシスラ号，hf

-介護者・ご近所の
認知症の理解

h@#fUg，i""U帥 yogo.似-三 ヘ J ア寸? ¥:白川h側 2TAMBA City AII Righ附4JJ4."
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省静暢毒最 丹液市

万一、行方不自由に捗っ定時

Fγ一一附一一
逼辱益面
捜索の関姶

冨院災犠線放送の依績

"滞訪問の出動議鰭など

的人品議室哲藤重量之と懇で器、
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高齢者の総合棉談窓口

市役所袖猟1tII荷 U7l!~544 

背景a:夜宅介雌:'t.:慌セン脅明 書官事Z働，1329

平成22年}支の報談件数等状説

呼争丹芝j宗治

3守主主il11車線包lI!l災後セン?;-
iま・

3露草案。主総書舎をのみなさんが、住み
なれた臨時Zやi出減で、安心して軍事ち
していけるように、ゴト宮聾盆漏主上・銅i
E義・量産章第などに隠する様々 な綴霊童を
!flj"付けてい重量せれ

毒事象若者各

地土産銀銭3主主霊i!ン舎一

緩綴延件費支:(21年度件数) 1 ~匝量事者自民悠把握(21年1.tJl件数}
1.239件。.163件)1 一一一一一一日一一一…一一一

司監察ブト緩災後セン~-6~事業喜寿

会普?

4.033件(3.666件)1 1.413件(1.363件)
5.272jキ付.829件)1

i Illll罪lfJ糊 .cit.!amba.h 0 O. I C 附h悶叫~α 均時間d.も i

若年認知 的 ロの強化

相談窓口の設置
オーダーメイドの支援体制

*40-65歳までの方おられましたら
ご紹介ください。仕事を辞められる欝
に・・・ご相談ください。
労働幕準監督署に繋ぎをつくる。

。認知産地域支議推進員が相談窓口で
ず 。ネ
お銀総にどうぞと広報をしています。 量
また、丹波認知症疾患援護センターか蓮
らの紹分ルートで繋いでいます。 蓮

ゃ持:;蜘

|;怖が仰向料品幹事長..  三一三J γ -τ .υ 二二BIゆ-間合同11間l!lI協1除問D
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まし し九 丹波市

緋f回ネットワークのことでJ悩んで、いたら地域自治会の元会長さんが笑綴で尋ねて5たられたe
終期j解会・病院の看護部さんから認知t畿の考会習会のオファーが来た。

ケアマネジャ一定んから高鱗詰まのところの隊第襲相談日よかったわ・・・ 認知症ケアの勉強

地域包お;主総談しでもいいところと患ってもらえた。

地域のケアを考えていこう

地域ケア会議が充実し模索しだした・・・包括会体

税務は忙しいけれどもチームカは出来てきた。これから.. 

f慾燦福祉事務所との連携・・・5震警告・童書f或の線題解決
公衆衛生活動

行政体制組織求めに応じて打って出る

地域合複際的・術轍的に総合的な視点で捉える

市民と向き合える・生活の場に出向く

人賠力十専門職=競合された実行カ

椋3互のコミニLニエケーション 市内

認知症ケア専門会の
受験学漢を日常業務を
しながら体系的に
取り組めた

現場から鎖度や構造といった背景にはたらきかけ変えていく

ことができる活動
29 

丹波市

会特殊なことでない。

会他人事ではない。

ヲ公認知疲の人は、自分の一歩先を行く人10
1lQ'，.~ 

F普悲報紙毎月揚議 官争教えてロパタン 繁繋喝
キャラバンメイト通信当 PAKA PO齢発行 決 r;;，vぷ

ロノ去のように一歩一歩、ゆっくりだけど磯突に、地主義1:認知霊童のことを理解してもらう』
という意味惑とこめて、ロパのm音“パカポコ"はスタートしました。.:r'Vラパンメイト毒事務局 車場 I

限られた資擦の中でそこにどう風を吹き込んで、いくのか・.. 

地域・家族・綿入の課題を共有するやさしいarづくり
いっぱい、いっぱいごめんね、そしてありがとう。

自分の生き方を見つめなおすよい機会・. . 

人権教育とは人簡が擾しくなれる人格形成の学欝だふ思います。

平成鈍年産丹誠市由治基本条網に基づくまちづくり…参観と協欝スター

同開閉欄理軍照橿麗覇盟田園臨翻輯量覇盟臨画面盟国醒盟瞬間雨明盟顕璽璽璽璽胴
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若年性

認知症者と¥ 説総総論調罷 ぷ管理誤報誌撃陣 〈案
その家族の

つどい

γ居間> 争く〆念、3

若年性認知症の方とそのご家族が気軽に集える場として、今年度より“主与さ診の会"

と名づけ交読会を始めることにしました。

認知症という、頭の中の見えない病気と、 2たたは家族だけで鶴うのではなく、

i中穏と患いを共感しながら向き合っていき官民せんカ、?

喜多診"φ おと芸 品

.，幼時む@命毛主 s "舵守荷台管似合会U診 c診，怨 t 1) (_)金診今伶争"

豹

W

怠

糊

特

集

ゆ

4
 
bv e
 

A
V
 

ゅ

句会竜彦鈴<

第1回は 4月138 (金〉

ご本人・ご議定旗畿でもご参加ください。事麓のお脅し1会わせi手、
丹波都知癒挟患臨雛センタ苛窓g2-4784 FAX泣 -6880
丹波市地域佃撒支擦セン会記言及弘-0368 獄 :74-3866

ヘ伊 までご達絡ください

認>Il疲サボーfヲ甲マスコット

ロパ隊長
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若年性認知症の広報筒新罷

行政i脅報誌 広報たんぱ
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認知症疾患底療センターの相談場所啓発

持へ

在日警襲撃e

'" 

瞳器宵1Jla完吋曹v信



審車性認知症
と診断念れ定方・ご家藤Ci)l守へ

身滋捗諮舎組織露口権問鰭レ定れ響憲章。

決麓軽広CZ判鴎〈実まもない。

fb専に臨む主細菌沓が蕗鱗や防関をな

tt"C' ，抱が告を審理to

ヲ弓イバシーiき守丹羽法要言。

地域包括京援台~.，..... 

審日庁舎布3踏}

保健部・:a:fまケ?マ率一ジャ山悉社会楠祉士等部対臨む審g言。

*鉱i乙怒るn泊l'iDi'Ji辞む信局‘出義経応d締結〈沼会μ。
山緒に対応者考え古い悲署長if。

電器 0795戸 14-0368
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爵在、 万人の謡母性器知謹きがおもれると

介護護法甑翠警きである

蟻舎が若手く

率繰であれば‘鰯離をま持ち綾羅議題委主惑っている人定ちですので

やて謂もれることと思いをます。

と唱に事j縄Eされ高誼挟ま〉出議やその簿臨むご饗躍だiすで立ち開会1う

に館大蓄な本設やヌ

これか

連携して、チームで交接Eさせてい詑把くことに2まりまし詑aこ0)ff警

灘鑑識帯主事投憲章釦慈鷲播システムE授活F惑い疋どき詑いと帯知さま言。
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爾主轡塑症と言参慨されたかこ笈腔才一i
丹波市では、丹披認知癌痕患医療センタ日体でi診断を受けられた方

iこ、身近な生活・介i謹・搭きttの総合相談窓口を開摘しています。

先生からの紹介で、担溜の保徳ftl]iが臨腕や諮問をさせていただくシス

テムにな。ておちます。(無料〉

プライパミ/山は蹄〈守られます~.ttすぐにお関りのこ点路主主議漁』弘章設&差みご生

の主主活の徹子を者態愈金三控室主ゐ

丹議能知接続J:tt.医事模倣シタ}

謹師福井康麗先食

寺本精神保健捕託金

品佐保義堂前i
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丹設窮地譲髄括支接セン夕日

認知路地機支援f鰍普及

悲報部金子ちあき



F離もがJ r強み1賞れた地主事的中電:-J
J r事せに@鯉やか拡J r按sらもゆ繁華金j

な田哲生活費営むこと0)できる「議員事J

富士宮市福祉総合相談課

富士嘗市

富士山の西南麓!こ京がる護士宮前辻、富士

山を櫛神体として平安時代に造書されたとい

われる富士山本営浅鰐大柱。〉問語頭?として

栄えてきました。

気候I立、温H援で欝士山の醤静iナ71<をj震と
する豊富な湧を71<や、線あふれる朝霧高露
など議かな自然!こ見恵まれています。

面積刻刻388.99km 
(東西20.92km、南北32.63km) 
. .海抜 35m""3，フ76m人口.'1 

35， 792人
・51，741提事

1人暮もし寵齢者世菩・'4，421世帯
高齢者のみの世帯"3，612世帯
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富士宮市の現状
人口 135.792人

高齢者数 29.833人

事態匙率 21.97% 

認知症高齢者
i慾1溺2jらし怒かiてaの2い2認5る2知i泡及症をびお社会す的るおに1ぼi5g3字5詰5 

日常生活自立腹 i以上 3.931人

関知謹高齢者

総少れ日季Fば・語も慾行Eら3洛量3れ2Bやででに支主さも意障思、る疎EをE通きかたのがす注困雛意よさうしながて括い多主日常生活寓立度目以上 2.902人

摺知寵高齢者

日常生活自立度!日以上 主8ら主宇fー韓L行æ義fizTsきEiやこ襲2ま後芸~ø怨i穆惑霊草をE塁き盗とたのすすEるEよまをさうな1:JI.護Q主 1.206入

これまでの取組み(モデル事業)
1 :宋来窓向研究プロジaクト事業 H17剛 18

。福祉総合欄椴源口の開設

く〉地協摺祉ネットワークのイメージ欝の作成

2:認知盛地域支援体制構襲等推進事業 H19‘20 

<>聾擁護をひとつの切り口として、フ方ーマJI-、インフォーマルの

具現佑

3:市町村地域飽揺ケア推進事叢 H22.23 
<>機種・医醸・揮を11:.緯まい金棒を晃た計麗抱

く〉横書11:鍵含穏議システム導入による朝鱗灘績の安定部・効率化

く〉欝持議だけでない地域梅貌ネットワ m クの強化
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換
す
藍
華
轟

護
華
襲
撃
マ

絞殺

高罪事潟然災‘箆聖子りネV トワーク
'総生藤司~，阜県守りや早期発見
換滋生裁でで~る支鐙体制作り

綴奇襲磯子警襲撃総会À~霊祭ネットワーク
場去最幸憲章〉毒事芦警察による支を霊
‘塁審襲撃 a諸尊重幸・家繁華義務望号事事君主主義iI

ベ一二えとなる
地域謹祉ネットワーク

認知症見守り機能

あまり地域モデルのない中、事業の要綱にf;t， r地境棄漂マップ作成Jや「排祖SoS
ネットワーク模擬訓練jなどの活動自壊が護担Jeされていたが、それ以前にやるべきこ
とが..• 

需をもってJ露器産E割和的寸jと持母会
認知痕本人・ご家族にとっI~lて本舗に必要な支撮f::1IJx寄
ること .. 
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|認知症家旗の会とのワークシヨジマI
家臨会(さくら会)の会箆(20人}とのワークシ滋ツブを通じて、
家旗介遜者支蟻績について報告書をまとめる。

定倒的に報告会寄託実務 離盟
メンバー:さくら会員・市介護障害支擢鵠臓胤・地蹴包括支揖センター機関・社会指詮議議会務員

平成20年10F.l288I護士宮市からさくら会に擬猿

平成20年11お11溌iさくら会員20人に怨諮と取組みを脱明 t飽次んII~裕郎で智4次B嘗留T機守て:銀セIもZ総、ユ島グウ世箆うリ一頃こス、隠とト市っをフて依ァ会組い一員る大lこz学付と小橿な総紙ど理EををtEE'B.f曹H3也込し被、

平成忽O~手12月 9関|さくら会員20人t.ワ…クシ送ツプ i 袋災人線後〉療fセ之分:ン蹴か苦言一れ舎‘てはTf守E護ト紙4フの'f.ァj内ト一容ー大ブを学模肱(1忍グ苦ルSー古城プ5醐柑 B

平成21~事 11事278 さくら会役Jlt.のディスカツション 浪滋て費‘古布事袋録付議文:獲車銭量量章セを。績ンヲ遺事ス一書量ト、1::フ索ダァJ!一2大ダピ学Jンi君F主ダ5弘ブしiて二幸主分い1造か宅岳、れ会賀事

平成21主事 2J事38 
模造紙の陣容がら、開題・課題をg理 t災担後鰍者セン-ZE9重量一?、ヲ市スト77四大学綴主義、総滋若草手震
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平成21毒事 21著138 さくら会・宇佐薬会長とディスカツシaン

lJl異常2H事21警248 さくら会線長とのディスカツション 1M錫・練思の解決策について

lJl~2H事 3F.1 10日 さくら会員23人への中露報告会と意思夜操

51! 3F.131日 さくら会設At.のディスカツシ鶏ン
l 録鱗倣重録幸芯鰍E応E繁策にiにこつもい、て

さくら会員への報告会(1年聞の滋捗状濁〉

家族会とのワ…クショッブ 議|
さくら会からの聞き取りiごよる家綜介蹟の謙譲豊島

一担割E両方脅迫京織が令健ずる1:::'1何住居るか? 一
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ま車購舗韓ネットワ-?，こ器開癒見守ザ議議麓を持j遣する鞍錯み

しい理解の欝翠傘塁審譲ネットワーク

護審も議襲撃へとつなもずるためのネットワーク

第3スチップ:車襲震発見@車翻i詣灘体制の構築

1)又クの惑い ぐネットワーク

第4ステップ:輔麟体観的軍護課

第5ステップ:姉、韓審3聖護ネットワ--~
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むたしたちがイメージする

「認知癌の方にとって必要な支緩とは?J

lr認知謀φふだまf与し丈島問
若年強認知離0))雪IJ¥ら学ん定こと

ある悶突然、佐野光孝さんと奥さんが地域差括支譲センタ…の窓口に

こられました。

ι) 

-あと少し可:.'60荷量。でをきる限り働きたい!

-なんとか働けるなら w 鯛・~ランチィアでもいい0

・営業マンだったので、人と会話するのが得意。

‘人と接することがま子き。

-観光がまききれ

-富士官官燐きそばを…色々な庭で食べたことがある。

" .家に閉じこもってしモまうと、主主気が遂行してしを主う。

-安心して出かけられる場所がほしい。

.. 5たにで昔Fることがないかしら...7

-たにで百きることは、なにかしら?

立夫向
島
E
E

・認

護軍属霊安支えることができない滋し定

働いて坂入を得、療分が家族を支えたいというブライドある 収入を得られない悔し浴

|閉じこもった生活からの接出〈人との関わりを持つI
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rくらしの相談課長〈帯職員)Jの揮に、

来護憲司社蟻れて穂諜へ・.. 

して議子をjlてかち決めることiこ・

瞳轍欝醸轟輔鞠鱒輔
捕り てもらうことは e

165 

;しかし複線，

fうちで浴、受け入れられEません。

毒薬き誌が添ってから来てくだきい。 J

と苦言われてし宗いました。

4覇い
そこで、認知療についてH ・
できること聴できないこと

認知療はどんな蒸気か?

を説続し!之行委欲した。

しかし、労著書草審議襲警警の遠白から受け入れ
てはもらえ家営んでした。



l認知漉ご本人が思いを諮る。I
認知症本人と家様白思いに触れる=今地械の活語暑の原動力

民生委員でありキャラパンメイトでもあるAさんの場合

Aさん諮問かいに住んでいる認知癌のおばあさんが
「財有を議まれた。 Jと誓って、欝思ばさみを持っ
て隣の擦に押し入ったところ、家の方が驚いて、警
察を襲撃んでしまった出来事がきっかけとなり、区長
と連欝して、認知症サボー多量一養成購座を鹿内に展
開していった事部。
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盟謹器題調盤盟盟盟蕗臨調

キャラバンメイト〈民生児童委員)Aさんが区長圃町内会

連携し、毎月、町内ごと(全ブ需内)rニ講盛を実施したむ
( 1町内からア町内まで、ローテーシ奈ンで毎見識態。)

地元の時合処スタッフ・
講師を務めたり、寸劇
20議以よ人口1，716人
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がチームを組み、
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EiIm韮亙置彊Irn!)w盈亙Z蓮麗

恒曹関整型璽間空盟盟

教師の思いを実現する

小学校の先生は・.

r子どもに思いやりおむを欝てたいa 」

中学桟の先生は@・

rもっと地域に関かれた学技にしたい。」

:.-I! 

『認知撞の正しい理解者・ともにいをきる畿勢J

@盤。強
e 紛れ?57'

ァーi~[l IT~:; r-: 
j 泊~~考壁土、山首 i

都1
168 

高綾生の認知疲サボーター望書成機感{念、
授業努だけでなく夏休みを利用して瀦校

生向iすの金演をしています。キャラバンメ
イトと各学授の先生方で議穫の:a腐会議
を行っています。



まちづくり

く〉

く〉

i難審の 4込田
喜多毒事長、震関鶴記「

る。(警護党議重量}
って革、くつろ野馨議議議記

議留かみ謹/o;)

的苦E購^していく
地~. 0 e 0 J (ド

能号?棋の議事E撃を搾ザ

書事感電ご告撞くみな王室若宮

欝議瀦藩毒事議選議事尊重要寵唾品事?I

撃運s品して麓もも鞠ti.で審若島2豪雪こ e
〈小開j高i離す韓議議議襲撃〉

校諸諸踏菌産Z惑の療費E草欝題詩集wま世Ar
こん経路どうし之らいれの?ー量富む挙ぎましょうJ!

察銀傘怨議議事とA霧車事象滋窓おま暑を傘ペる怒語皇警察事審L家1"1! 

描硝{翠耀付→ー聾感緩~.麟郡和炉議やら綴齢ぱ
四{料 i魁慾齢蜘制噌穫量義弘帆

U3222::3;:輔君i罷罫寝認都千羽
時叫抑制吹臨時8-1==eλ控恥建 議ふ

!琢鍾名

.lI!4ts: 

耳障 布告免 Z管
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認知症サボーター〈住民ボランティ

ア〉と認知症の方が「つながる」

きっかけ

それは、本人中心の個別ケアから・.

| :紳細;闘帽に必要と思わねる支援について… ! 
E[f同Ir，;n姐

ケア‘マネさんからの相談
市は認知症サポーターをたくさん養成しているけど・・・
私の認知症の困難ケースには、せやんせゃん繋がってこないんだけど・・・。

この困難ケースって、どうにかならないかしら?

83歳女性要介護2 認知度lIIa 息子と2人暮らし
・実家は農家。 7人兄弟の一番上
・働き者
回運動得意

・18歳で結婚。
・子育てをしながら、パートをしたこともあり、孫の世話も
よくしていた。
固掃除好き

田本人の意向に沿わないと表情が険しくなり怒る。
.会話が成立しずらい。
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lI事沖合格開戦防長足掛I

惨1a 4鶴、説榎1時間かけて、神社の掃除に行く。
砂掃除に行った事を忘れてしまい、また行ってしまう o

'自分自身の体罰管理ができない。

同皇子を被るめを嫌う。

砂本分需給をしない。

炉島分の事を、議議で表現ができない。

惨相手に対して、魚、に怒ザ出してしまう。

惨広い道路をよく見ず!こ渡ってしまう。

村民 1霊1韓関(J)へんパー涼遣では、見守り支援が十分でない。

時

散歩中、畑作業中の方と合間になり、自分の喪霊祭のIBT名を選挙ねられた。

Bさんが rぞれは、どっち'?Jと聞くと、

その方i立、おさんのいつものく定期))レートでは本い方向を指さした。

Bさんは、撤された方需に突紫捗き出してしまった。

その善寺は、たまたまヘルパ…が一緒に歩いていたので、どうにか、定義高ルートiこ戻すことがでをきた。

何かの揺子記いつもの〈定期〉ルートかも9もれる岳部がある。

ゆ盤盟謹盟題懇器購
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.さんのために闘指す「見守山とト

1日常見守り時

2晃当たらない時

本人が安全iこ歩狩ること。

部臓が安心して潜りだせること。

家擦が Fあれ?いない」と患った蹄に、

.卒擦発見・卒際対応できること。

〈早期発見の方法) I介護者・事裁問等がいち早く状沼を確認で替、
議饗なところ〈欝察・民生動胤・医長から消防聞〉に
支援を求事ちることができる。

常手;事p

3行方不明時
あらゆる市闘が気にか付てくれて、 舟守芦汗当

構報を寄せてくれる。~円r1

本人が安念iこ歩付る。
家族が安心して送り1記せる。

(1)鍛旗・介護審・者審議者が本人のことを知る
アセスメント〈地岡上支援マップの作成〉
量ケアマネがヘルパーから情報収集し、 Bさんのリスク安
洗いt起した。
告とおり遂でのアクシデントが心配
舎とおり沿いの家に入って、議取りや片付けをしてしまう(臨定の家〉
③道を誤って俳個につながりかけた時がある

(2)告さんO>j定擁体罰100
通り還でのアクシデントの対蕗

ケース会織関穫{怠子・主主ts・ヶアマネ z尽き主君愛段ヘルパー，地域重2・包括)
園地関上京掻マップの共通認識
0息子の慾諾(個人情報の扱い)を得て、ケアマネがチラシ習を作成
。息子と一緒iこ、地図ょにチェックしたポイント宅
(:¥'-1¥' -'1ン}に見守り支t援を依頼!

B さんの支援猿事i舎
通り沿い(J)家への進入に立言する対応後韓額への対応

いつも入ってしまう家には戸別齢期!こより理解を求め、それ以外の譲り

治いにある家の方に!念、地域と連携して講座の開催告企題する。(進特t:t)
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離暗躍理理韓関

4お麟いB
金ノ宮格生1へ甑渉明書韓織広告〈のが包II!むなっている密短窟の巧昌弘、ま弘
敵吉岡途申で、体閣が恵〈なコた崎、怪鶏奮した紘窓側滑らなくなってレま
つ疋略、ご自信で薗げを寧んだ申、潤臨す毒事t!出来~ぜん.この方が、 -8で
名高〈軍~(出レて散歩へ出かけられるよう仁禍地域ゆ密慣の温tJO山自主宛守りに嶋
ご国力<~ささ~\.

氏名 R さん
包額 一
<<物轍2砂
'eI院で暗綴
梼Zプaシか線灘.1署稼て泊る僚が務的
幡鎌減措帯紙ヘ時<t11tI際事態・初喝滞で制機鯵噴き~払
援護急車線:t，'d
.'"建設事録tすな執怠人血寝耳E趣恒晶，.があると.震構17
瞳レ<lZo:laる夢。司る
・時暗消息調.....*At!包;)駆1700りEく~\8tがあり
愈冨昌則!lleなも明耳濁る

総預，.働総

‘CSlIIl連語先〉
爆体闘が悪そうな幡、遇C遣っていそうな筒、
怠宅ι底摺泊砲にITいている聴などと連濁下容い

哨1)践者普〈

*お~，"

，2)タリ』ツティー思司書合繊漆線療織務
湿単ゲア守本ーヲャー濯薄気艶子

0544-，25-3747 
080-5290-5259 
3)1富士宮市担割置包憶喪僚惣ンター
0544-22-1591 
4)事コープ(^ルJ可ーステーション〉
0544-，25品 6050
5)抱鍵盤支援ゼコター投金殺事足協議議
0544-22-0094 

強，

2晃畠まとら主主い輔
(早期発見の方法) 長区貝委生民察普きで

。
認
る

に

確

き

時

を

で

た

況

が

つ

状

と

思
。
く
こ

と
る
早
る

」
き
ち
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で
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庖
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を
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早
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に
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・

事
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「
晃
・
団

が
発
者
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族
錦
護
消

家

早

介

(

(1)息子がいち早く状況を確認できる体制づくり

連絡名簿の作成

田キーパーソン(ポイント宅)に理解を求め、早急に確認できるよう連絡名簿を作成中

民生委員への支彊依頼

園近隣の民生委員にもチラシを配布し、見当たらない時の協力を依頼した。

固民生委員が運営している地域寄合処に通っている高齢者 (Bさんとはもともと知り合い)

に、支援(道をそれていた場合の声かけ)を依頼した。

社会福祉協議会園地域型支謹センターの取組み

田市内循環パス(宮パス〉の運転手(1日8往復、 Bさんの通り道を通過する〉に、見

守りを依頼した。

(2)早急にしかるべき機関に情報を伝えるための準備

息子に、見当たらなくなった場合の手順を確認する。

①キーパーソン(民生委員を含むキーハ'-'jン)に連絡して、 Bさんの所在を確認する

②地域の人に協力を求める(ケアマネ)

③1時間で見当たらない場合Iま、区長(消防団)と警察に連絡する
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EZ霊藍翠. Bさんが見幽たらな〈なった場合Iま・.
1 11:皮肉阻阻

ì.t:t昔5J~:値りて .11，守町主園者~>il!島署γi'絡寸る， (1V~桁

(1え生保Gt;>且かわ令指田 l同支部}山民生お国・ ßIii山中的見守r. '~tû 古曹、"絡，

lケγ;r:r.から w、ルパー・隠岐哩主婦センタ ・旬It¥<w連絡3

2 見守り克侵宥出.W旬合いなg，I3カして〈れる人i・1M;'苦闘 ι に ilWt:': (t 

らラ，

3 1町問{て"

. ~目~I“! I δん守 U1 : ド目樽;i!'日;i.'主也， 
川口rl;印刷111酌

・田tl，別品)'.it'白.('. 'G1I.tJgtlll'H¥官士四 ~:I (J I I U) 

迎tH~ (見守り文m:m
円什t，百円民生児Q:::'II

J¥i¥D.;:ιuR/.t兜Q魯白

υ0'"ア守本ジャーー

ひっ神社":'f餓tt"，:>11: 

と)0自動4<世間工嶋

。。筒倍

0011向山

2企l'盟主回セ，タ』唱

富士宮111~ff;主blセ J 夕、 I 22 I n 9 I 

時襲撃ち殺さき略物i間幣瞬時ざ銭却で暮らせる字情機11
ハー的

曲佳品点血盛思議~急強
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麟輯聾産誼盟理盟議鑑撞寵覆盤E盟ヨ謹野間宮沼環醸翻

1 :ケアマネ識員と罵生要員との懇談金 H23. 8酬26
・高齢者の見守り支援・コミ出し支援につながる

2:介護保験事業者連絡協議会・屠宅介護支謹師会高野鯵金

「認知症(僻翻)高齢者に対する包括ケアJ H23. 9. 2 
-ケアマネージャーと地域支据の見守り支据

について(地域包括支据センター)

・事例発表(介護保険事業者ケママネ)

・小地域見守り支援ネットワーク事業について

(富士根南地区社協会長)

川崎 機構淑問Jむ 4

「自由に出かけたい」
この患いを叶えだい

宅三
グυーンティーJl!1唱介禍貴闘容所
主Jl:':fl曲茸踊専門員盟用弘幸鶴子

3:地監事ボランティアへの啓発 H23.9猷 12 i 

・描祉のまちづくりサボーター養成講座

圃認知症の人と家族を支える地域とは

(介寵保険事聾者ケママネ)

ここがポイント!! 

鞠轟騒騒韓轟離覇空欝醸盟麟覇

を活かすの時

.-----¥ 
匂域包括支援センヲラ

f一一-_._----~--九
ぐケアマネージャー、
、、、、町、も古町民叫-ーー‘-司』今一_....-戸------'

/私密着三正面、¥
、、、、~---

フォーマルとインフォーマルの情報の共有が必要骨

175 



;介護保険事業者連絡協議会の活動ににじ11

I講演会の実施 (H1 9・H20) 

若年性アルツハイマーの夫妻による講演会『認知症を受け入れるということ』

医師による認知症講演会〈訪問部会〉

E 全介護職にアンケー卜を実施 (H21 ) 
ケアの向上を果たすために、 『介謹職のあるべき姿、現状、改善点等」について、記

述式アンケートを実施した。

E 金5部会(通所部会、訪問部会、グループホーム部会、施設部会、居宅介護
支援部会〉によるワークショップの実施 (H21 ) 

・介護職へのアンケート(記述式〉結果を基に、 KJ法を使って、部会ごとに、介醸現場
における問題・課題について整理していった。 (3回x5部会〉

圃整理した問題・課題を基に、各部会ごと、研修基本方針を作成していった。

介陵保険事業者連絡協踏会居宅都会(介陵職スキルアップ事業 H21.10. 13 
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lV認知症セン合一方式インストラク事ー養成(29人) (H22) 
『利用者本位』のケアを実現するために、利用者を知るためのツールである『認知症

センタ一方式』について、インストラクターを養成(市主催により年間6日間の研

修を実施)した。

V "1ト謹職スキJレアップ事業CH22)

部会ごと作成した研修基本方針に基づき、年間22回の研修会を実施した。

(例)ケアマネージャーとへルパーの意見交換会 施設問人事交流

VI認知症センター方式インストラク舎一養成(30人) CH23) 
H22年度の取組みをベースにして、各事業所内での展開と更なるインストラクター

養成に着手している。

噛認知鑑センター方式提麟報告企 (H23) 

介謹保険事業者連絡協議会主催

平成23年7月22日参加者185人

「器鵠軽量ぬ鶴富島お1';;ろ轟翻接官、~;:'!に性九窓~\
宮懇話量分よろしく審ょうし続付怒~iJ告を九拶電鉄人・霊安
藤ぬ暴露れを築現坊豊島短めにつくよろ捻恕めがむ〉
ター持軍需{欝鶴鑑ぬ人o提言説ぬケ"'P":lネジメ
〉ト色〉奇書一方式)窓若君。
理解んと家藤曜をや，[.1紅、ケア鱒係者が共通シー
ト老健っ't:‘亙~ìØ患いや実盤、?イ号表?を錯し
星高い主主がよ号、 ra俳人と家藤ぬぷι!，;易い審ょうしjを
-1憾にめざし宮引く古議官3軍昔。

抽都宮叡)â.'j."I~1I叫単純脚源論

孟三
:とさ二唖胃?
~ _~~ M_ー司ー
昭男E哩曹哩再開方ニニm

り

もう一度再確認してみませんか?
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その他ふ ← 一 一)いじ己:ι-議|
「わたしの手帳」普及啓発活動 (H2 3) 

「わたしの手帳とは」
センタ一方式が介護保険事業者などの支援者が認知癌本人を
知るためのツールであるのに対し、みんなの手帳は、認知症
本人または家族が自分たちの状態を監理するとともに、支提
者にも情報を伝えるために開発されたセンタ一方式の簡易
ツールです。

;:tt抱E勾ぬ8~tJ'.喰Sるか芭自分勾し〈置か~毎回~~~IØ;itcJ;ぅ~.

鞭官掛髄必時殺締結路弘髄号~i~哲也し制

門
川
川
4

J

U

J

溜

-平成23年7月22日〈金〉
午後2時から キャラパンメイト対象
午後7時から 介護保険事業者対象

・平成23年7月23日〈土〉

午前10時から家族会対象

|認煙者君臨明子γ
専門甚個認知症かかりつけ塵置かかりつけ墜による

『認知症者支援医療機関ネットワーク研覧会』の開催

(1)認知漉相談窓口医療機関一覧表の作成

(2)認知漉相談医が初期の問診を迅速に安心して

実施するための連携書式を作成

(3)相談医の研修会の実施

(4)もの忘れ検討会の立上げ
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- 事業所におけるケアの向上

(センタ一方式の実践)

- 俳個行方不明者に対するルールづくり

- 地域密着事業所・ケアマネージャーを中心

とした地域福祉活動団体との連携強化
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次ページに「さくら会からの顎き取りによる家接介護の問題」の資料を

見開きで掲載しています。
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さくら舎がらの開き取りlこよる家職介機の問題
一認知症の方を家族7J¥介護するl::.者何に図るか?

7介護に対す減額・轍 . I 11-揺.ヵゾ:勺穴丸山税金|
総統的な意識
出義務感

~ìがみるも需とい号
絞主主総怠意滋

紛のiltitiが土問ピスカむかっ
たため.大躍でも白分遣でみ
tいた

サ山ピス別mや織般に入慨す
る=とにt止もめた古が晶る

骨2量官白島田ために'}ーピス
をl'II話することによる罪扇感

日常的な
介龍への鳳い

fがF緩ないにli~1喜..，tζ詩にやり織

こλと生が時櫨終務翼だ竪と患Zいiう絞殺で選る

棋をがっか')幸せたく年い

3かtがわ見かえら酷拡いい.いつ終わるの

骨緩やIt!轟錨品ど河死童れ守揖輩て格るもな

骨4よる量童輯i二I議舎もれ#果述て書、事猿で2曹Tる虚した〈

本で聾、λLそて抑んLfRなK1f1キつうちもがりわはかないもな母いに母強

説イレ唱帯で‘見と守にるかにく附は問蘭が甘かえやかトる

j線H事草者I二伝自わストるレ見や気持ちは

で懇接手すがる安こ告とすがる大た努めはl;t~思議

密なないい知と盛大時変λさとが草壁わ際かにっ楼てしもてらみえ

受 容

ま家も族るこはとl耳が目砲でを舎立恥かいなか畳けλ

8でsに辛鵠苦尊泌重がでかきかるるよ告になるま

締こ絹と与手がにを事大安か容<tなpに惑かすを緩与るLこえいとて}〈鹿あ骨げると

官い艶と接といいがううEE限EEめ甑路らLれ軍な機いが剤除費量か的な〔禽

者摘も毘露だめときわれか位っていいるが叶服

続時母量再が産縁燃で認だ怒知ゥ}た設.時織鯵か緑っ豊た畳{艶1す鈴る

4も5ど勺号たしたらいい母か令書記1:

唱人掛的舗側)の買官が動11¥や1:詣.!!lるi皇、}部階的
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介護襲意義カ

対応方法

1)"，納付由IKJI立が闘しい

!ll知t~t.:とわか令ていても.事
tif.哲前〈対応で世t.J:い

山由不始球が，[)田

務総j車知機在体につける由が縦
し〈て陵高

デイザーピzを利用したい由I二
本人が婚がって通ってくれない

mま事察本人審号室れて行〈母が大
事~(かかザつけ窓と母皇室携が必
事事}

滋践しても診察特も・義務毛主主ど
母語A!置がf寺て4よい

精神科・袴程内羽曹1:繁いでも
らうI~I弘稼楳由1霊鮮がt，f.吋れ
I~紫I'ft.よい出でさ〈ら合iζサ
>11四トしてもらう

知 自陣

入れf望母盛Lλれが搬しい

11!まnLEI=詰った人時宮Ihl=封す
るIt空害時仕方母事務総b'電鉄し
も、

海部白己管室遣がで告縫い

ノウハウ苦f寄った人民対応方法
在鐙えて?立しい

すでにO官官してL事うのでど由ょ
うlこしたらいいのかわからむい

車問1のトイレ的介助

標してもらいt:い時はど';::1と焼
絡し去らいいのかわからj品、

倣織

'Il場介脱却書〈立って宮ている
ことは特~'r年ことでは品い

母的主糧費逃して将来四白骨を怨
認し‘f事〈なる

ストレス対処鎗カ

Q設なぬまs・銀総
リフレッシュ・をばらし

llt事ンチィアがfil1意後みるよう
な往路みが品れば喧謀部外
訟で野晶

骨組をしていると{詩的ための
自分白人強かと思い.自分。う
ために包括納骨組!いたいと'J.tう

介餓から制時間対応しtJけれ
ばむらないため削れられない

i 弘前ルル.:l.L.t:::~~
1書する時限が接いと伎しくでき
なくなる

いつも裁でー絡にいると話題
が転〈考案抑留もかけなく牢って
し寧う

2聖書提碍主主:霊炉、 f!l)知量的人
中島母5主主主JIニ立ってしまう

骨11おも設け底的るとき!こ変
1:設けa主的てしEまう

介践している惚平が恕知症だ
から口分も也っぽくなってしま
う

事Z却があり介血者の方が押陸
在例む

!i]，続樫粧品生活により介阻告
が大毘

|…一(鋭111屯どか色f寄を宮bれる母
かわから立い

窓旗には聞く耳を持っても込え!
ない ; 

何かあると叶級者がJll'I'攻慾 i
を受ける

軍族で助け合える繍挽ではな
仁康族問士1=思いやりが恥い

軍務{重量い世代)由協力が1専ら
れない

家議に紛れる人がいヰい

デイ1=λっていることで務総に
rそれ乙争議定なJと醤われる
者ど‘家主主{綴滋}母分緩I=~守
する祭窓際

姉妹も会えば労って〈れるが
!I!~型には鰐もして〈れ拡い

専門II!に骨組してもらう紛1:必
鉛で郎E型都をキレイにしている
ので被れ晶 | 



|-川町

i紋迭されたらみっともなくて函るなど、

!先出先まで考えて悩んだ
iみゥともない、近所に頼め立川午前2
1時など3

1認知症に対するお信田方など母理解

;認鎖症出入には気を透うのに介E童書
，1こは気を追わない

;翻接i二対する臓を普くしたい

;寄与綴雲寺11)慈分ま藍者0')1曹綴が欲しい

;鵠母人口Jv')'J明ーだとf立宮
;えなかった

;夜討織する母で近務担人I~I立緩めな
!も、

インフォーマル
な活用(助け合い}

社会資滋

介滋サービス!立緊急時使えない

施設的皐魯由対応が簸しも、

ノウハウを持って引退してしまっt人が 1
i!援できる湯原が設しい

草書盆捧かも§持、在塁塁打持かも221寺と
いった蒔怒!こ骨量，-.ナーぜス母手If需がし
!全ミし、 ! ;苦手除機関一一一一一 一一一一

;葬祭等出雲主題詩I~頚かつてももえる努
;がない

It~知症草人による担行での行為は困難嘩
i張、カードの間遣い‘通帳カードの紛失}

i I郵便局では代筆i-'t理人田手続曹を行い大

j総数糊務 綴淡 ; 

!r介級職務スキJげツブ ir酬とのコミユ二ケーシ叫 : 

;州:1欄絞め聞こ耳棚晴良時折 ;認知峨i土治献を大変、車入場いても;
!浪費機識して欲しい ! 1わかも立以カかヲっす霊家主主己M母積;

穀畏有
!総知認定の月期m措置状者助長するような介1 I 
!綴織がいる 11慢秘によって議状が悪くなることがある ; 

1 111)奮剤ら立かったかかりつ咋I!i:'CMの ! 
?へルパーがしっかり蜘怖を壊解して II情報持者
iい立いなど総力不車 I."_~M' 

礎形外科が内科由薬を出すことは劉作 i
;CMの繁澱l主総禽では当たり前だが富閣の問題がないのか不安になる』妥停の j
!会躍ではむMi聾士が立場者守り島うた IDcによく聞く
lめ絞笈霊祭主華ずることがある I i 

'''1"' ~.-I="'，"i A m"，""c"~1<-1\o I I認知曜の初期の段階では、かかりつけ;:へJ初fーはそIJ)人的性格に企つt介 I 1医が見抱くのは難しいという事実を受[ナ i
郊をしても与えむい 入れても品ラ [ 

j嫡鰍ト出と場援するサービス| 介融験岬精白川、かかりつけ i
;が合わない [ 医から情報提供して欲しい ! 

意義sI薬議員母レベんの均等也、家族かかザつ与す盛から精神科神緑向車樽!こ|
;へ母幾し芳 1 繋いで故しむ、 | 

i変だったが問落とすニとができた
i金高主機態で1;:本人を連れて行か$いと対応 l
iしてももえないが、思がわからない本人を媒!
片工て行く母{立大変 l 

一 一一一一一一…切

串紛の依?すさえわからt，;:い
i合意草原2警告してかも室主主主までの耳語感!こ r.6"l.-. 'f'CU'mo; ! I 
;浦郡城殺なア山村スが欲しかっ Il[対応民題解ホームや殺人病院などは治癒誕 : 
;た I I認知懇の人!立騒いで議怒苦かけるため II入所型車稼が高額で闘っている!iI'旗がいる : 

1 l'争l，!Rなく患い{留重量へλ務(sを務 Ii iCM岳不豪華七還な対J;/;で努言葉できないた iグ
:品交的興上程翠 認知齢制緩祭で母λ隊が大変 ; ;E液凝毅

I 担註迄話z互ずスは頃閣錯錦!こ呈紋一糞齢の; 苦詑ずぎ戸幾では淑z勾憎倒悶渓総L欄叫吋めペ設認詑;ア吋噛吋
介2滋量5総翠定曹で1にこ時悶がかかり諮定廷錫の ; 

!(施設対榔志 II i !滋糊蕊制が問本粁十博分肘で鴨島批湘街筒酌か凶ら岨盟定酔の通抑知;
1 1ゑ電気長るまで2ヶ用紙よPか手盟主延期回理窟がf!1i

j刻み主と常食が寝蔀患で食事する等 定器禁会議輔のため二と量れれたことがある)
i の施設臨のリスヲI~対する意総 I I i i 

I i I !ゴミお綾が司悼みの時iまオムツが詰まって毘 i
j蹴シー判明批 jし ;;る(1翻意に時総 ; 

i施設で俳稲田島る人が祭崎将安定若E宅介主要に合懇サ一言えが有効なことが蔑
剤)をの草されることは身体拘束であ刻 {主話されていお守時豆〉

;混設司家族同ずる酬腕への平 川線役務餐鯵滋波制 :臨時援に入緩さ仕いが笠きがある務

販制対闘 I I介綴織の州議f牛若ぶして欲しい 一二ぬま港い

I I 蕗鈴者を察かるよう主建設が童文しい
I I筋1貫徹員のま罰携を良くして欲しい

し一一………一一一-_....._.一一一一一一一一
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2012.3.6器知症地域支議体制官普及セミナ…
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社会福祉法人接部市社会福社協議会山下宣和

綾部市の概要
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綾部市位置関

綾部市位置図

綾部市の概要
1世界連邦都市宜言(昭和25年10月14日)
日本国溜j表者貫く平和稽持に基づいて世界連邦建設の識
旨を賛し、全地球の人々とともに永久平和確立に議選する
ことを宜雷(金問の自治体に先寵iすて宣言〉

2.綾部市市民憲章(昭和49年11月1日)
0平和を顕い、新りのa，るまちにしよう
O畠治を高め、，j)(J)つながりのあるまちにしよう
。教育をたいせつにし、文住のかおるまちにしよう
O環境をととのえ、鍵擦のあふれるまちにしよう
。産業をおこし、豊かなくらしのあるまちにしよう
。計冨を定め、輝かしいあしたをひらくまちにしよう

3.水源の呈条例(平成19年4月)
綾部市が全国に先駆け、いわゆる“限界集落nの活性tを
めざす条例を施行。集落での定住や特産品開発などを支援

4 
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綾部市の認知症高齢者

-人口 36， 965人

・65議以上 11，895人
・高齢化率 32.2% 

・要介護認定者比率 19.7%

-認知症高齢者数(豆以上) 1， 222人※

(地域包括支援センターは市直営で1ケ所、ブ

ランチが4ヶ所)
手或23年3月末現主

※平或20年11~袈在

5 

綾部市社会福祉協議会の概要
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綾部市社会福祉協議会の変遷
昭和27年9月1日発足
家庭奉仕員制度発足(昭和44年)
昭和45年4月社会福祉法人認可

-ふるさと綾部の老人を守る会発足(昭和46年)
・へき地過疎地住民福祉委員会設置(昭和48年~平成23年)
.浴槽車派遣事業開始(昭和54年)
・ボラントピア事業指定(平成3年)
・ふれあいのまちづくり事業指定(平成6年)
.介護保険サービス事業開始(平成12年)
地域福祉活動計画策定(平成15年)
-地域福祉権利擁護事業基幹的社協受託(平成16年)
.高齢者見守り隊事業実施(平成18年)
・第2次地域福祉活動計画、基盤強化計画を策定(平成20年)
. 生活・介護支援サポーター養成講座を受託実施(平成21年)
認知症地域支援体制構築モデル事業を受託実施(平成22年)
. センター方式地域型基礎研修を開催(平成22年)

地域福祉活動計画とは

-少子高齢化が進むなか、誰もが安心して暮ら
すことができる地域社会づくりをめざし、今後

取り組むべき地域の生活課題を明確にし、住
民が主体的に参加・参画して取り組む、地域
の生活課題に応じた解決への指針

・平成21年から平成26年までの6カ年を計画期
間
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地域福祉の闘標(平成21 年度~)

みんなに
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綾部市社会福祉協議会の経営理窓

10 
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経営ビジ剖ンと重点目標

0経営ビジョン
一人ひとりの「いばしょJをともに創る社協

~わかりあえるつながり島えるささえあえる~

0重点目標
・新たな共助の仕組みf綾部の型jをつくる

・寄り添いあきらめずチームで応える福祉サービ
スの提供と開発を進める

11 
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| 第 2次綾部市地減樹闘動計闘 1 I給部市社会福祉協議会基盤強化計百|
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5つの重点課題 11の活動項目 24の活動

1学校における摘祉教育

.2会社、地域での福祉教育 E品目
福祉啓発 : 

理解‘学習 I j ~ I3効果的な情報発信 I r-
【みんなが学びあお .. ・.1

うTV''''''4'>1_1 14福祉の理解と関心を深めるイベント

A;t-tj!fpjt ~城福祉の担い手づくり 1腫
人材育成 : 

16.社会栖祉従事者の研修 卜

ご有事::|冊

【みぷ弘子おお|伺

生活基披
【みんなが築こう】

当事者組織支操
7.当事者組織づくりと活動支様

8当寧者が参加しやすい条件づくり

9.ボランティアの需給調整

ボラニ活メ宇動ィ推ア進・NPO 10ボゥンティ7'・NPO活動の支擁

11.新たな三ーズ1:::対応した活動の開発

12地民福祉推進組織矯動の推進

13寄り合いの塙づ〈り

14地場見守りネットワーク活動

15地域ケア玄控チームづくり

福祉学習推進校事業

補宇~t学習地I或推進事業

土也城福祉情報発信事業

地域福祉イベント開催事操

地域禰祉人材育成事業

宇土禽福祉従事者研修事裁

当事者組織相鎖支損事業

地士或"リアフリー推進事議

l@ボランティア・市民活動活性化事業
担 l ボランティア:帥サポート率換
I@ニーズ対応サーピス開発事業

。地臨福祉推進組織強化事業

騨 E@小地塙福祉活動推進事業
目。安全安心中yトワーク強化事業

地上訴ケア支援チームづくり率換

l 非常時の対応 116非常時の対応力強化 i輯 I@災害時栖祉救援休制づくり事業 l 

ヰ目誠・調査
17.気軽で身近な相談窓口

争調
。総合相談副自立生活支擬事業

d強i禁君臨]I...!
18 福祉データパンク事蝶

19 福祉サービス利用援助事業
利用援助 事覇

20成年後見制度の普及 成年後見制度瞥及研究事業

l 也知設沼化 121.和待合言お古イ函IR- 1，盟 I一泊五責点主語両信:iMii正面IJ1Vf:9¥:五五一一l
価 ~*lli1l.!II''''~mi'il叫域棉祉活動財源の確保 |制 l 地域祷祉活動財源開幕業
目 財源‘拠点確保

23公共施設、福祉施設の有効活用 1"'" 1 胞設の社会化研究車難
l 意見真面 払福祉のまちづくり懇談会 l騨 l 福祉のまちづくり懇談会事業 i 

I@控毛福祉サービス事業 自

業率ドU強包也被人去

。



地域ケアをすすめる上での視点

-本人、家族の暮らしに着目すること

・本人、家族の暮らす地域(環境)に着目
すること

綾部での実践事例の紹介
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⑨推進体制づくり

何をするにもまずは構えが大切です

推進体制づくり〈法人肉)

e 組織的中での位撞づiすを親譲iこ

本人支援吟福祉サービス利用支援部門

在宅福祉サービス部門

地域支援坊地域福祉推進部門

。職場内の構報共有とサポート体制j

認知症地域支援プロジェクト、役職員向け
ニニエースレタ-w月刊社協NEWS~
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部門

委員会と事務局関係国〈これまで〉

|ふる容と綾部の老!
人をやる会運営委
自骨

事務局

髄鱗離ぺ !1.f.~~

!闘岡田 [~!i::~~~~~~jmr:出 i
i 圃阻鵬 It.<.~~虫色-

i闇聞蘭H一一-zi 
-ーさ??i二コ!

部会と事務局関係隠(2010.6月以降〉
部門 部会 き震災会 運葬務局

i軍溺

福祉ザ」ピス事j期支援豊島民会
生活福祉~金隠避望号tit会

介護保桧等事業経営管王墨書き覧会

194 
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推進体制づくり

理事による部会・委員会で検討し、必要に応じてテーマ別に係・

事業所横断型のフロジェクトチームを組織。その活動は、毎月
発行の役職員向けニュースレター『月刊社協NEWS~などを活
用し情報発信をしています。

推進体制づくり

@綾部市地域ケア金議(金市レベル)

事例検討、認知症サポート医との連携

@重点地域の福祉推進組織(地区レベル)

地域の状況の把握、ニーズ(課題)のすりあ
わせ、計画づくり

・綾部市地域包括支援センターとのミーティン
グ(担当レベル)

地域の状況の把握、ニーズ(課題)のすりあ
わせ、計画づくり、役割分担
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⑧相談・実態把握

認知症の人や家族の暮らしのニー
ズ(課題)を明らかにする

認知症の人と家族の実態調査

• r認知症の人Jr介護家族」を対象にした聞き
取り調査を重点地域に絞って実施

・聞き取り調査は介護支援専門員に依頼。

-調査票は、重点地域の住民福祉組織と地域

ケア会議メンバー(地域包括支援センター、
在宅介護支援センター等)と認知症サポート
医で整理。
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不安母、ひとり暮らしをしている
から夜がむ配。ちと身体がしん
どくなったときにこまるなあと思
う。ひとりでいると、いつ、どこ
がしんどくなっても動けてもらえ
る人がないo

どことなくえらい。どうiこも身{本
があかん。顎がいんでしもとる
でわからん。

近所の人もおおぜい亡くえょっ
ちやったり、娘ぬところへ行っ
ちやったりで、話す人もいない。
だあれも楽んし、息子も私にも
仰にも話してくれへんし。

わけの分からんことをベラペラ
しゃべって付きあいきれない。
これがいつまで続くのかと思う
と不安でしかたない。

近所の人誌とても緩解がある
のでいつでも協力的

今以よ!こ認知雄が進み、者ド観
や償まみれ、よそめお宅の類を
筑らしたり等迷惑行為をしだし
たら、どうしよう…
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したいことが患うようにできない

わけがわからない。思いだせな
い。まわりからポケといわれる。
子どもとの生活で負担ばかりか
けた。一緒にいるとけんかばか
りしてしまう。もう;台らないなら
どうにかなれと思う。

ず-:r _一一一
有議

本人の声

人のうわさ。介護しているのに
あずけていることが調か惑いよ
うに箆られてなれかと不安惑を
もっ

家と施設がより身近に感じれる
ようなとりくみがいる。地域の理
解

介護家族の声



認知症を介護する家自主の思
い、大変さがなかなかまわりに
伝わりにくい。

介謀者が堂々とリフレッシュで
きる環境づくり年に数霞の念
直はあるが山いつでも行ける

介護者踏のサロンなどあれば
どうでしょう?

家族が安心して休患できる環
境の充実が必豪。

さらに認知盛の理解を深めるた
めの車り組みを。

i礎近所の人が、独震であっても、
翠知惑があっても生みなれた
1意識"家で支えてあげようという
気持ち。へjレバー訪問以外!こ
も安否確認をしてもらえるサー
ビス、仕組み。

ゴト護者iま支援を多くは翠まれ
ていないが、少しの時間出かけ
るときに、知った麟の人が本人
と一緒に話在したり、組ごして
国けるようなことができればと
思うo

介護支援専門員の声

介護者家族教室

介護家族のf学びと交流Jの場として平成22年6月から毎見?
罷市と社協が共催で実施しています。正しい介護知識を学び、
家族交流のときは、日ごろのモヤモヤを雷い合える壊にしてい
ます。運営!こは、ゴー)(.，ドサボーターも協力しています。
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⑧理解・学習

3種の住民サポーターと従事者向け
暁穆で仲間づくりをすすめています

認知症サボーターとシルバーサボーター、
ゴールドサボーター

講釘.キャラパ パ鱗鰐:社協議員;
ンメイト I I __~ ..1....1 i+w---1.-. r 

1 11為替:社協オ1) 1 肉容:対人様助、社会資源、事
内容:援準教科 1 .ジナル教材 [ 例検討など

;待問‘30-60分

ー
鳳 』臥

川二
品
刻
々
f

知
一
語
ポ

シルバー
サボー

第2次綾部市地域措祉活動計直で位議づけ
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=止、私i 認知症サボーター

ほとんどが出前の依頼を受けて出張による講座を開催していま
す。重点地域のリーダー|こ「伝えたいこと」をまず聞いてもらい、
所属組織で講座開催を具体化してもらう方法が効果的!キャラ
パンメイトは、 79名が登録。

五f.c予もi シルバーサボーター

認知症の人だけでなく一人暮らしの高齢者など高齢者福祉の
全般の理解をすすめるため、本市の状況、自立、老化に伴う心
身の変化、相談窓口の紹介などを伝え、修了者にはオリジナル
のリングを進呈しています。
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受講カード
シルパω 〈盟知総)ザポ タ t務違華

1'1:1費カード

箆入問 事法草書 室

民ヲ リ ガ ナ椙

生 餅司F

電話番号

e A X 骨骨
メ IV'T ;:レス

宅a務金 '" !宅 m 易総保
男 女

'"''紹持率五Z 記事 月 自主 〔 怠1

重そ量枕諒普録" 公務換 器食事院 農林書 学生 犠聴 | 

lI: 擦の豊富犠

田 教ん""滋よ諮や鑓ごと審議~t:;議書幸容に持し包草署L許認寧宇ちょっとした憲訴片付:守、

空軍曹がいづくリ訴訟斡の"1翼など、誌か"議苦手苧壱3置していた記きたいと口事場合金ご

3i:r.置の哉書量 fもちもんw 誌なたの都脅がつ〈と宮、できる範惑で籍携です費税では"

切*せ"'.iをさせて日たお〈 ζとについて
関当Eサる 局窓し孝弘、

様問殺するとお都えいた措いた方l:t~白寝Eにもお笹えく1"1さい
自軍掴草 パイ? 自籍軍 慌捗

役会怨弘法人後都市設会裕位協2議会

-講患を受講いただいた方には
受講カードを記入いただき、リ
ン夕、と引き換えiこしています

受講先ードは綾部市社会福祉
協議会が適正に管理し、受講
者の把握と、継続した槽報提
供、フォローアップ研修のお知
らせなどを行っています。

・地域ボランティアとして支援の
依頼をすることについての同意
壊も設吋ています。

ハッピーカード

-サボーターとして、高齢者の方と
のエピソードを記録するものですc

ニれにより、サボーターのみなさ
んが地場の中で支えになっている
事棋を集めることをねらいとしてい
ます。

・都度末にカードを毘詩文ずるように
お願いをしています。
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認知漉・シルバーサボーターの
フォローアップ
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『シルサボNEws~rま年2自発行し、身近な靖報をまとめ受鱗
修了者に記布しています。

「フオ詔ーアップ研諺Jfま毎毘テーマを変えて学びの機会を提
英しています。

キャラバン・メイト連絡会

キャラパンメイト連絡会i立、手或21年1.F.lに発足。事務局は綾
部市社愈福祉協議会が謹っています。年2臣、会識をもち、ネタ
を出し合ったり、研惨をしたりと楽しく集まっています。情報発借
ツー}[;rあやキャうメ…jしjを立ち上げました。
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シルバーサポート眉〈事業所)

一人暮らし高齢者や認知症高齢者、その家臨!こ対して必要な

ときに手をさし悼ベた号、ちょっとしたJo援をする脂(事難所)で

す。現在、57事業所が登主義しています。誌知症本人の散捗時
の児時りiニ協力をしていただいている哲lJもあります。

綾部市における

認知症サボーターキャラバン実態状況
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サボータ…数の推移(累計)
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地震BUの認知旋サボーター数と割合

今や修司?.~~ ，~争や唱争令ゆ*"'(' ~ ヤヤサ ラ唱争，司語審。ゃく〉
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綾部市における認知症サボータ一体制図

見守り

市民

コ-Jレド・サボーター

平成21年度にはじまった「生活・介護支援サポーター養成事

業」を市から委託を受けて実施。認知症圃シルバーサポーターの

上位に位置付け、受講時聞は20時間。 199名が受講修了しま
した。新たな地域福祉の担い手として広がってきています。
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ぷ子協コールドサボーター・フォローアップ

受講{修了者を対象iこ、{境悪ボランティア、介競予防普及などに
向けての研修をおこなっています。ゴールドサボーターのため
の情報紙WGサボ遥橿Jjで需報発信もおこなっています。

ノ

センター方式地域型基礎研修

r 

市内の福祉施設や構誌に曇務する人やケアマネジャーを対象
にセンヲ一方式の理解をすすめ、本人本位のケアの視点を深
めます。他職種と顔が毘える頭集づくりはも発援しています。
po名が受講修了し、年に3、4盟集まって額修をしています。 ノ
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/ 

⑨みんなが参加しささえあおう

学びから実践へO住民の活動を見守
り、サポート。 rつなげる」ことが大切
です。

まち歩き芦かけ体験
〈誹徳対応模擬語11練)

f高齢者の行方がわからんようになったとき、〈岳治会長も〉大
変や!Jの宵から、自治会長が本気モードに模擬~m錬の
開催やrsosネットワークのりーフレツトJrネーム札Jの作成に
至っています。
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住民が動く

韻聴ボランチィアがお話し相手に 者人クラブとして認知謹予践を学ぶ

立:万三
子どもと高齢者のサロンがスタート 頭分たちの暮らすEたちの資j原を点検

専門職・関係者が動く

謀議鋒犠対tr;棲撮言111鱗 翻知症サポート医との灘携

日常生活自立支援事織の生活支援員 一年(f)活動の擦り遂るセミナー
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⑧そして、今・・・

認知症の人など判断能力に不安の
ある人の自己決定を支える仕組み
の弱さが明らかに。

成年後見制度の普及に陶けて

一一醸額購懸繍

・成年後見制度の啓発

・成年後見制度にかかる人材宵成

.関係者の集まる場づくり

・相談援助体制の強化

・新たな社会資源の開発

功社協による法人後見受任体制づくり
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大切にしていること、
大切にしたいこと

ニーズに関する合意
本人・家族・地域住民

信
頼
関
係

ア
セ
ス
メ
ン
ト

提助者 50 
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大切にしていること、大切にしたいこと

・実態を挺捜し、課題(ニーズ)をチームで明ら
かにすること

・チームで目標を共有し、計画をたてること

ー計画に基づいてチームで動いてみること

・動いた結果どうだつたかをチームで、確認する
こと

・上手くいった理昌、上手くいかなかった理由を
チームで考えること
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